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北陸新幹線

加賀温泉駅舎最終デザイン決定

※デザインは医療センター側から見たイメージです。

　駅舎デザインについては、平成 30 年 3 月に市の
推薦案を独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備
支援機構に対し回答し、付帯意見として要望した
内容が反映されています。

温泉郷の風情と
城下町の歴史を感じさせる駅

問新幹線対策室　☎72-7967

▲駅舎最終デザイン

▲駅舎 1階改札内コンコースおよび待合室イメージ

▲駅舎 2階新幹線ホームイメージ

▲駅舎 1階平面図

デザインイメージ
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加賀温泉駅都市施設建設事業の
設計者を選定しました

　北陸新幹線加賀温泉駅
周辺に建設予定の、高架下
都市施設と駅前広場のシン
ボル的な屋根施設につい
て、公募型プロポーザル方
式にて設計者を選定しまし
た。

◀駅前広場およびシンボル的な
　屋根施設（ガレリア外観）の
　整備イメージ

設計者
金沢計画研究所・ミナミデ建築設計事務所特定業務共同企業体

屋根施設（ガレリア内観）▶
イメージ

※駅舎のデザインはプロポーザル審査
会時点のため、右頁の最終デザイン
とは異なります。

　建築設計を委託するう
えで、最も適した「設計者

（人）」を、技術力や経験、
プロジェクトに臨む体制
などを評価し、選定する
方式です。

公募型プロポーザルとは

設計者とは今後、設計業務の委託契約を締結する予定です。
設計者の提案内容について一部イメージパースを紹介します。

▼歩行者屋根付き通路
　イメージ
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整備区分
（整備主体） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

新幹線駅舎
（鉄道・運輸機構）

駅前広場
（加賀市）

駅舎建設工事

実施設計 仮駅舎解体撤去
（JR西日本施工）

駅前広場工事

北
陸
新
幹
線

金
沢
・
敦
賀
間
開
業

今後の加賀温泉駅周辺の工事等に関するスケジュール

駅南北地下自由通路▶
改修イメージ

◀高架下都市施設内
　待合所・観光案内所
　整備イメージ　

加賀温泉駅前広場▶
配置計画図

※今回掲載したイメージパースに
ついては、イメージであり、今
後関係者との協議の中で変更
となる可能性があります。
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当初予算

全会計 662 億 3,280 万円（前年比 1.9％増）

一般会計 326 億 4,100 万円（前年比 3.2％増）

特別会計 165 億 2,280 万円（前年比 1.2％増）

企業会計 170 億 6,900 万円（前年比 0.2％増）

　今年度は、これまで実施してきた政策を成熟させた形で推進し、より先進的な施策に挑戦し、「人口減少」
に立ち向かいます。
　当初予算ではこれまでに引き続き、「将来への備え」と「成長戦略」の 2 つの柱を基本とし、「加賀躍進
プロジェクト」や、「加賀市まち・ひと・しごと総合戦略」を踏まえ、新たな取り組みも織り交ぜました。

会計名 予算額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 77 億 6,150 万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 9 億 6,860 万円
介 護 保 険 特 別 会 計 74 億 9,660 万円
加賀山代温泉財産区特別会計 1 億 3,000 万円
加賀山中温泉財産区特別会計 1 億 6,610 万円

合　計 165 億 2,280 万円

会計名 予算額
病 院 事 業 会 計 88 億 9,450 万円
水 道 事 業 会 計 39 億 7,880 万円
下 水 道 事 業 会 計 41 億 9,570 万円

合　計 170 億 6,900 万円

会計名 補正額 補正後の予算額
一般会計 6,700 万円 326 億 30 万円
特別会計 1 億 4,439 万円 167 億 2,364 万円
企業会計 244 万円 171 億 3,965 万円
合　計 2 億 1,383 万円 664 億 6,359 万円

特別会計

企業会計 平成 30 年度 3 月補正予算

をお知らせします
問財政課　☎72ｰ7805

特定の事業のために、一般会計とは別に保険料や
使用料などの特定の収入により運営する会計です。

民間企業のように料金収入（事業収益）により運
営する会計です。
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今年度の

※ 1 万円未満を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。



成 

長 

戦 

略

◎プログラミング教育推進事業
・指導の中心となる教員の育成や小型コン

ピュータ教材を用いた授業の充実　2,090 万円
◎コンピュータクラブハウス運営事業
・全国初のすべての子どもたちがテクノロジー

に触れられる環境づくり　1,000 万円
◎小中学校普通教室等冷房化事業
・動橋・作見小学校、東和中学校の普通教室等

の冷房化　2 億 4,540 万円
　（平成 30 年度 3 月補正と合わせて、すべての

小中学校で普通教室を冷房化）
◎学校教育環境改善事業
・教育支援員を増員、教育業務アシスタント等の配置　8,853 万円
◎海外オリンピック選手事前合宿誘致事業
・ホストタウン登録活動の一環として、国内で開催される世界大会等

に参加する海外選手の合宿受け入れ　600 万円

安心の子育てと地域に根ざした

教育による笑顔あふれるまちづくり

観光と歴史、 文化の振興による

賑わいのあるまちづくり

ものづくりと雇用創出で、

活力と勢いのあるまちづくり

◎スマート加賀 IoT推進事業
・IoT 技術を活用できる人材の育成・発掘と創業支援、

ベンチャー企業の誘致促進等　1 億 1,968 万円
◎加賀市プレミアム付商品券事業
・低所得者・子育て世帯主向けのプレミアム付商品

券の発行　1 億 750 万円
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◎海外都市交流・インバウンド推進事業
・海外の都市との更なる交流や、外国人受け入れ環境の

整備　2,080 万円
◎東京 2023 加賀プロジェクト事業
・北陸新幹線敦賀延伸を見据えたＰＲ動画の第 3 弾等を

制作　800 万円
◎柴山潟遊歩観光ルートプロジェクト
・柴山潟周辺の湖岸遊歩道の整備や湖畔の民間遊休地の

活用・活性化に向けた調査　1 億 2,560 万円
◎（仮称）北陸・長野ルート推進事業
・大阪観光局とともに、国際競争力の高い回遊ルートを

造成　250 万円

▲プログラミング学習の様子

▲ PR 動画「東京 2023 加賀」

▲加賀市イノベーションセンター



いつまでも元気で

健やかに暮らし続けられる

まちづくり

◎KAGA健食健歩プロジェクト
・ウオーキングやラジオ体操の推進、タニタ

健康プログラムの活用、健幸ポイント事業、
市民団体との協働による健康づくりスロー
ガンの普及等　997 万円
◎スマートインクルージョン推進事業
・ＡＩ や ＩｏＴ 等の技術を活用し、障がいのある

人の情報一元化システムや、体調変化等を
把握できるシステムを構築　470 万円

将来を見据えた、効率的な

行財政で支えるまちづくり

◎シティプロモーション活動事業
・先進自治体の事例研究や市政情報等を積極

的に発信するための職員研修。ホームペー
ジの刷新とＡＩを活用した検索機能の強化　
1,550 万円

◎かがっこ応援プロジェクト 2019

・幼児教育無償化に伴い、実費徴収される副食費
（おかず代等）の無償化（10 月～）　2,407 万円

・中央公園の「おとぎの国」のリニューアルや、
市内都市公園の遊具や設備の充実　6,980 万円

安心の子育てと

地域に根ざした教育による

笑顔あふれるまちづくり

豊かな自然を守り育てる、

美しく快適なまちづくり

◎北陸新幹線加賀温泉駅の周辺施設整備
・観光案内所や展示スペース等の新幹線駅舎高架下

都市施設や、駅前広場に建設する全天候型の屋根
施設等の基本・実施設計　5,000 万円

・駅前の交通施設や周辺都市施設の強化・充実のた
め、駅前広場の用地一部取得、工作物撤去、実施
設計、測量等　8,706 万円

将来を見据えた、効率的な

行財政で支えるまちづくり

◎業務のデジタル化調査事業
・ＩＴ技術革新・変革の時代への挑戦とした市役所業

務のデジタル化推進のための検討および調査
　350 万円
◎業務効率化に向けたRPA導入推進事業
・ＩＴ技術を活用した事務の自動化を図るため、ＲＰＡ
（業務の自動化）を導入　1,570 万円
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▲加賀温泉駅周辺

▲ノルディックウオーキング



みんなが手をとり、

いきいきと安心して暮らせるまちづくり

◎人口減少対策
・起業に意欲のある都市部の若者等への起業支援や、子

育て世代である若年層への県内トップクラスの住宅取
得助成制度の充実　1 億 9,960 万円
◎（仮称）山代温泉広場整備事業
・近隣住民の安全・安心な生活環境を確保するため、山

代温泉地区にある廃業旅館「旧松籟荘」の解体設計　
700 万円
◎防災緊急情報伝達システム（防災行政無線）整
備事業

・車載型・携帯型無線機および、災害発生時の情報を確
実に連絡するための戸別受信機を整備　2 億 9,760 万円
◎消防力の強化事業
・動橋分団・三木分団車庫の整備、大聖寺分署・東谷口

分団・山中第 3 分団の消防ポンプ自動車の更新
　1 億 1,240 万円

豊かな自然を守り育てる、

美しく快適なまちづくり

◎「世界首長誓約／日本」の推進
・市内での温室効果ガスの削減目標や具体的な目標達成方策

等を内容とする計画の策定　650 万円
・再生可能エネルギーによるエネルギーの地産地消を目的と

したマネジメントシステムの構築に係る調査　1,000 万円
◎北前船日本遺産推進事業
・日本遺産に認定された「北前船ストーリー」の情報発信や
「北前船」のブランド化の推進　214 万円
◎旧新家家住宅保存修理事業
・大聖寺地区にある「旧新家家住宅」を、文化振興・観光交

流の拠点として整備するための実施設計　460 万円
◎旧よしのや依緑園別荘整備事業
・山中温泉地区にある「旧よしのや依緑園別荘」を、文化観

光施設として整備するための実施設計　2,650 万円
◎加賀ごみ処理施設（焼却施設）・リサイクルプラ
ザ基幹的設備改良事業

・加賀ごみ処理施設・リサイクルプラザの安全・安定操業の
ための設備更新　10 億 3,520 万円

将
来
へ
の
備
え
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▲移住コンシェルジュの皆さん

▲順次、各戸に配備する戸別受信機

▲「世界首長誓約／日本」署名式

▲加賀市環境美化センター



市からのお知らせ
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


夜
間
お
よ
び
休
日
納
付
相
談

　
税
金
や
料
金
は
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
生

活
状
況
の
変
化
な
ど
に
よ
り
納
付
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
相
談
に
行
き
た
い
け
れ
ど
、
平
日

の
日
中
に
は
仕
事
の
都
合
な
ど
で
相

談
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た

め
に
、
平
日
の
夜
間
お
よ
び
休
日
の

午
前
に
、
納
付
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。

と　

き

○
平
日
夜
間
相
談
窓
口

　

　
５
月
21
日
㈫
～
31
日
㈮

　
17
時
15
分
～
20
時

○
休
日
相
談
窓
口

　

　
５
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　
9
時
～
12
時

と
こ
ろ

　

　
市
役
所
１
階

　
税
料
金
課
窓
口

　

※
北
側
玄
関
（
夜
間
休
日
出
入
口
）

か
ら
当
直
職
員
に
お
声
掛
け
の
う

え
お
入
り
く
だ
さ
い
。

相
談
対
象

・
市
民
税
・
県
民
税

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

・
介
護
保
険
料

・
利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）

問
税
料
金
課
（
収
納
係
）

　

☎
７
２
︲
７
８
１
９

　
18
歳
の
年
度
末
ま
で
の
児
童
が
2

人
以
上
い
る
保
護
者
に
対
し
、
年
長

者
か
ら
数
え
て
2
番
目
以
降
の
児
童

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料
相

当
額
を
助
成
し
ま
す
。

※
18
歳
の
年
度
末
と
は
、
18
歳
に
到

達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31

日
を
い
い
ま
す
。

助
成
額

　
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
の
う

ち
保
育
料
相
当
額

対　

象
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
18

歳
の
年
度
末
ま
で
の
児
童
を
2
人

以
上
養
育
す
る
保
護
者

※
第
2
子
は
年
収
３
６
０
万
円
未
満

相
当
の
世
帯
、
第
3
子
以
降
は
所

得
制
限
な
し
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
の
助
成

多
子
世
帯

ひ
と
り
親
家
庭

　
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額

　
児
童
１
人
あ
た
り
１
カ
月

３
、
０
０
０
円
ま
で

対　

象

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
児
童
ク
ラ
ブ

を
利
用
し
て
い
る
児
童
を
養
育
す
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母

※
児
童
扶
養
手
当
と
同
等
の
所
得
制

限
準
用

申
込
方
法

　
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
子
育
て
支
援

課
ま
で
提
出
（
郵
送
可
）

※
申
請
書
は
、
子
育
て
支
援

課
、
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課

　
☎
７
２
︲
７
８
５
６

特別徴収の
一斉指定

　石川県の全市町
は、今年度から原則
すべての事業者を特
別徴収義務者に指定
します。
　特別徴収関係書類
は 5 月中旬に発送し
ますので、事業者は
これにより納入して
ください。

問税料金課
　（市民税係）
　☎72-7815



Information
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市
有
地
を
売
却
し
ま
す



　2 月 25 日～ 3 月 22 日にかけて
市議会定例会が開催されました。
　次のとおり、案件が可決、同意
されました。

・予算案件　17件
　（当初予算・補正予算）
・条例案件　56件
・人事案件　1件
・その他案件　32件
・議会意見書　5件

詳しくは、議会ホー
ムページまたは議
会だよりをご覧く
ださい。

3月市議会定例会報告

　
市
所
有
の
土
地
を
一
般
競
争
入
札

に
て
売
却
し
ま
す
。
最
低
売
却
価
格

以
上
の
入
札
の
う
ち
、
最
高
金
額
の

入
札
者
を
落
札
者
と
し
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
受
付
期
間
中
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

入
札
日
時

　
５
月
28
日
㈫

　
14
時
～

と
こ
ろ

　

　
市
役
所
本
館
２
階
会
議
室
２
０
１

入
札
参
加
の
受
付
期
間

　
５
月
７
日
㈫
～
５
月
17
日
㈮
の

　

　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
入
札
参
加
申
込
を
し
て
い
な
い
人

は
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

問
財
政
課

　
☎
７
２
︲
７
８
１
２

所　在 山中温泉杉水町
イ 106 番 1 外 2 筆

地　目 宅地、雑種地

地　積 計 562.47㎡

最低売却価格 619,000 円

［　入札物件　］

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　「
新
川
住
宅（
大
聖
寺
上
福
田

町
）」、「
山
代
住
宅（
山
代
温
泉
19

区
）」、「
し
ら
さ
ぎ
住
宅（
山
中
温
泉

上
原
町
）」の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
戸
数

　

新
川
住
宅

　
３
戸
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

山
代
住
宅

　
２
戸
（
２
Ｄ
Ｋ
）

し
ら
さ
ぎ
住
宅

　
２
戸
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

※
平
成
31
年
3
月
10
日
現
在

※
入
居
時
に
敷
金
の
納
付
お
よ
び
連

帯
保
証
人
が
必
要

応
募
方
法

　
入
居
申
込
書
に
必
要
な

書
類
を
添
え
、
建
築
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

※
入
居
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
建
築

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
課

　

☎
７
２
︲
７
９
３
６

改元に伴う通知書等の
元号表示について

　元号が 5 月 1日に変わるこ
とから、市からの通知書等も

「平成」を「令和」の表示に
変更します。
　ただし、市税・料金等に
かかる通知書等については、
システム処理の都合上、5 月
1 日以後に送付されるもので
も、一部に「平成」の表示と
なる場合がありますので、ご
理解をお願いいたします。
　なお、「平成」と表示され
ている場合でも、法律上の
効果は有効ですので、新元号

「令和」に読み替えていただ
きますようお願いします。

問政策推進課　☎72-7802






































